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藤原茂明論攷
1
は
じ
め
に
　
中
古
中
期
に
藤
原
明
衡
が
文
章
編
纂
書
『
本
朝
文
粋
』
を
編
刪
し
た
こ
と
が
、
近
古
前
期
に
成
立
し
た
『
本
朝
書
籍
目
録
』
類
聚
部
に
記
さ
れ
、
明
衡
が
同
文
粋
の
編
者
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
在
ら
ぬ
如
く
だ
が
、
保
延
六
（
一
一
四
〇
）
年
以
降
に
は
其
の
続
編
た
る
『
本
朝
続
文
粋
』（
略
称
・
続
文
粋
）
が
成
立
し
た
。『
続
文
粋
』
の
編
者
が
誰
か
に
つ
い
て
は
元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
に
橘
見
林
が
「
本
朝
續
文
粹
序
」
に
於
い
て
『
書
籍
目
録
』
に
「
季
綱
撰
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
南
家
の
藤
原
季
綱
で
あ
る
と
同
定
し
た
。
此
れ
が
長
ら
く
定
説
と
な
っ
て
い
た
如
く
に
在
る
が
、
藤
原
宗
忠
が
時
事
を
記
述
し
た
日
記
『
中
右
記
部
類
』
の
康
和
四
年
第
九
十
四
条
項
に
拠
り
、
季
綱
の
逝
去
が
康
和
四
（
一
一
〇
二
）
年
爾
前
と
考
え
ら
れ
、『
続
文
粋
』
に
は
明
衡
の
嫡
男
で
あ
る
敦
光
の
保
延
六
年
の
作
品
迄
所
収
す
る
こ
と
に
拠
り
、
編
者
を
季
綱
に
充
て
る
の
に
は
無
理
が
在
る
。
既
に
明
治
初
期
に
は
岡
本
保
孝
の
随
筆
『
難
波
江
』
に
「
季
綱
か
」
と
の
疑
問
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
如
く
で
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
は
岡
田
正
之
も
『
日
本
漢
文
學
史
』
に
於
い
て
「
書
籍
目
録
に
據
れ
4
4
ば4
」
と
相
対
性
を
提
示
、「
續
文
粹
の
編
者
に
關
し
て
少
し
く
疑
ふ
所
を
開
陳
せ
ん
と
す
」
と
考
究
課
題
も
掲
げ
、
而
し
て
近
世
前
期
の
う
ち
に
儒
学
者
林
羅
山
と
鵞
峯
の
父
子
が
編
者
に
言
及
し
て
い
ぬ
と
、
岡
田
が
「
季
綱
の
撰
と
認
め
ざ
り
し
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
」
と
も
叙
べ
る
。
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
は
和
田
英
松
が
『
本
朝
書
籍
目
録
考
證
』
に
於
い
て
康
和
以
降
の
作
品
は
何
人
か
が
増
補
し
た
か
と
、
就
中
敦
光
の
作
品
が
四
十
五
篇
を
占
め
る
こ
と
に
拠
り
、「
或
は
敦
光
の
一
族
な
ど
の
補
ひ
た
る
も
の
な
る
が
如
し
」
と
叙
べ
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
到
り
川
口
久
雄
が
明
衡
の
長
男
敦
基
の
嫡
男
の
一
人
で
、
藤
原
宇
合
を
曩
祖
に
明
衡
爾
来
の
儒
統
た
る
式
家
を
継
い
だ
藤
原
茂
明
の
辺
り
が
撰
し
た
の
で
は
と
異
論
を
呈
し
1
註た
。
挟
ん
で
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
の
山
岸
徳
平
「
本
朝
続
文
粋
解
説
」（
内
閣
文
庫
本
所
収
）
に
於
い
て
矢
張
り
茂
明
が
編
者
で
あ
る
か
の
推
定
と
し
て
強
調
さ
れ
な
が
ら
、
川
口
に
到
っ
て
の
独
創
藤
原
茂もち
明あきら
論
攷
│
│
『
本
朝
続しょく
文
粋
』
編
者
の
可
能
性
│
│
松
田
和
明
﹇
キ
ー
ワ
ー
ド　
①
院
政
期
文
学　
②
篇
数
の
遷
移
と
保
延
六
年
の
茂
明　
③
感
緒　
④
『
無
題
詩
』
の
編
者　
⑤
長
兄
を
見
込
ん
で
﹈
2
的
な
学
説
に
拝
承
で
き
、
斯
く
し
て
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
到
っ
て
佐
藤
道
生
が
其
の
説
明
附
け
を
呈
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
2
註て
、
茂
明
を
中
心
に
論
考
す
る
価
値
が
高
い
も
の
と
確
信
す
る
。
一　
茂
明
編
者
説
　
元
来
『
書
籍
目
録
』
が
端
的
に
も
編
者
を
季
綱
で
あ
る
と
表
記
す
る
主
観
的
土
壌
に
於
い
て
、
川
口
が
『
続
文
粋
』
の
編
者
を
茂
明
辺
り
か
と
異
論
を
呈
し
た
の
が
本
学
説
の
奔
り
と
云
い
得
る
。
而
し
て
佐
藤
が
叙
べ
る
如
く
『
続
文
粋
』
と
一
対
を
為
す
書
冊
に
平
安
朝
漢
詩
集
『
本
朝
無
題
詩
』
が
有
っ
て
、
佐
藤
は
『
続
文
粋
』
が
明
衡
の
『
文
粋
』
と
決
定
的
に
異
な
る
点
は
、
藤
原
式
家
の
作
者
を
優
遇
し
包
摂
す
る
点
に
在
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
明
衡
爾
来
に
於
い
て
の
式
家
が
『
続
文
粋
』
編
纂
時
に
在
っ
て
儒
者
を
少
な
く
と
も
三
世
に
亘
っ
て
輩
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
叙
べ
る
。
佐
藤
は
『
続
文
粋
』
原
撰
本
と
粗
同
時
期
に
成
立
し
た
書
冊
が
『
無
題
詩
』
で
、
此
れ
も
同
じ
く
式
家
儒
者
の
手
に
拠
っ
て
編
刪
さ
れ
た
も
の
で
、
而
も
作
者
は
三
十
名
に
上
り
、
就
中
、
儒
者
と
し
て
の
活
動
を
確
認
で
き
る
者
は
十
九
名
で
あ
る
が
『
続
文
粋
』
に
観
え
ぬ
作
者
が
居
る
と
云
う
。
其
の
作
者
は
菅
原
時
登
、
藤
原
宗
光
、
藤
原
実
光
、
藤
原
顕
業
、
藤
原
茂
明
の
五
名
で
、
前
者
四
名
は
他
家
の
出
身
と
い
う
理
由
で
撰
者
が
四
名
の
作
品
を
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
も
叙
べ
、
其
れ
で
は
何
故
、
式
家
に
在
る
筈
の
茂
明
の
作
品
も
一
篇
た
り
と
も
所
収
さ
れ
ぬ
か
と
の
疑
問
も
投
げ
掛
け
る
。
此
処
に
茂
明
が
編
者
に
最
有
力
で
あ
る
と
の
学
説
が
明
確
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
処
で
は
茂
明
が
式
家
に
在
る
と
い
う
主
観
性
も
、
茂
明
作
品
が
所
収
さ
れ
ぬ
と
い
う
客
観
性
の
枠
組
み
に
繋
が
り
包
摂
す
る
こ
と
に
な
る
。
所
謂
間
接
的
性
質
た
る
高
所
の
位
置
に
て
拝
観
す
る
こ
と
に
拠
り
、
異
論
を
抽
く
に
到
ら
し
め
ん
と
す
る
学
説
な
の
で
あ
る
。
川
口
に
し
て
み
れ
ば
多
分
大
江
匡
房
の
作
品
が
二
十
三
篇
の
所
収
と
篇
数
が
許
多
に
も
極
少
に
も
有
ら
ぬ
こ
と
か
ら
か
、
匡
房
を
包
摂
す
る
か
に
大
江
氏
の
何
れ
か
が
編
者
で
は
な
い
か
と
も
叙
べ
る
が
、
真
逆
に
も
匡
房
の
辺
り
を
充
て
て
い
た
の
で
は
依
然
と
し
て
未
だ
間
接
・
客
観
性
を
掘
鑿
し
て
い
ぬ
と
し
か
云
い
得
ま
い
。
縦
令
、
匡
房
が
天
永
爾
前
頃
の
生
前
の
う
ち
に
『
続
文
粋
』
の
初
編
者
で
あ
っ
て
、
以
降
に
続
く
新
編
者
の
増
補
が
在
っ
た
と
し
て
も
式
家
に
無
け
れ
ば
此
れ
も
主
観
性
で
あ
る
こ
と
を
否
め
ま
い
。
確
か
に
式
家
に
も
限
ら
ず
の
藤
原
氏
で
は
在
ら
ぬ
者
と
い
う
点
に
は
客
観
性
を
観
て
採
れ
、
匡
房
が
乃
父
の
維
順
や
其
の
次
男
の
維
光
に
も
編
者
の
可
能
性
が
在
る
も
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
式
家
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
ぬ
程
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
川
口
に
到
っ
て
の
茂
明
を
編
者
と
観
立
て
る
点
、
正
に
季
綱
と
対
峙
し
て
の
『
続
文
粋
』
を
編
者
未
詳
と
相
殺
す
る
に
追
い
込
ん
で
い
る
仮
説
で
は
な
い
か
。
二　
茂
明
の
生
涯
　
明
衡
を
祖
父
と
し
、
敦
基
を
乃
父
と
す
る
茂
明
は
、
長
兄
に
令
明
（
承
保
元
│
康
治
二
）
が
居
て
、
叔
父
に
敦
光
（
康
平
六
│
天
養
元
）
が
居
る
。
応
保
二
（
一
一
六
二
）
年
以
降
に
成
立
し
た
『
本
朝
無
題
詩
』
に
は
五
十
七
篇
の
作
品
が
所
収
さ
れ
、
此
れ
は
敦
基
の
養
子
で
茂
明
の
義
弟
で
あ
る
周
光
の
一
〇
一
篇
を
筆
頭
に
、
法
性
寺
関
白
の
忠
通
の
九
十
一
篇
、
中
原
広
俊
の
六
十
九
篇
、
敦
光
の
六
十
五
篇
に
続
い
て
数
多
の
も
の
で
あ
る
。
忠
通
の
詩
友
に
は
忠
通
詩
壇
の
構
成
員
と
し
て
周
光
や
茂
明
が
近
侍
、
長
藤原茂明論攷
3
治
元
（
一
一
〇
四
）
年
の
中
に
前
因
幡
守
藤
原
公
明
邸
に
て
詩
宴
が
催
行
さ
れ
、
茂
明
は
学
生
と
し
て
同
席
し
て
い
る
。
既
に
元
服
前
に
は
述
作
に
精
通
し
て
い
た
ら
し
く
、
茂
明
の
生
歿
年
は
未
詳
だ
が
、
同
年
が
元
服
前
の
最
高
年
と
す
る
と
、
茂
明
の
生
年
は
数
え
十
二
年
遡
求
し
て
の
寛
治
七
（
一
〇
九
三
）
年
と
の
推
定
が
可
能
に
在
る
。
乃
父
敦
基
の
歿
年
は
嘉
承
元
（
一
一
〇
六
）
年
で
あ
る
が
、
長
治
元
年
の
先
の
詩
宴
に
は
乃
父
の
敦
基
、
長
兄
の
令
明
、
叔
父
の
敦
光
も
同
席
し
て
、
三
人
と
も
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
に
所
収
さ
れ
る
「
白
雪
庭
松
に
滿
て
り
」
の
詩
句
を
一
篇
ず
つ
詠
ん
で
い
る
。
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
『
白
氏
文
集
』
古
写
本
は
、
嘉
承
二
（
一
一
〇
七
）
年
に
茂
明
（
名
義
は
知
明
）
に
拠
っ
て
書
写
さ
れ
た
。
何
分
に
漢
文
が
男
子
の
文
学
で
あ
っ
た
時
世
、
元
服
前
と
て
単
に
書
写
す
る
程
度
の
う
ち
に
も
俊
傑
に
は
な
か
ろ
う
が
、
其
れ
は
本
朝
で
初
め
て
書
写
・
加
点
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』
の
古
写
本
で
あ
る
。
年
少
期
に
し
て
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
茂
明
に
は
先
験
的
で
あ
る
か
の
才
能
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
る
。『
紙
背
漢
詩
集
』
に
は
、
元
永
元
（
一
一
一
九
）
年
述
作
の
「
酔
ひ
て
唯
、
春
を
送
る　
十
五
首
」
中
に
「
学
生
茂
明
」
と
し
て
の
一
篇
も
観
え
る
が
、
其
の
時
の
詩
宴
は
茂
明
の
文
亭
に
て
催
さ
れ
、
出
題
者
も
茂
明
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
敦
光
が
撰
者
で
あ
る
か
の
散
文
に
拠
る
『
詩
序
集
』
も
有
っ
て
、
本
冊
の
作
者
は
学
生
、
散
位
、
任
官
者
の
肩
書
に
概
さ
れ
、
詩
序
の
末
尾
の
段
で
は
、
序
者
が
己
れ
の
感
懐
を
抒
べ
る
こ
と
を
許
諾
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
作
者
二
十
八
名
中
十
六
名
を
占
め
る
学
生
が
一
様
に
任
官
を
待
望
し
て
い
る
こ
と
を
、
嘉
承
二
年
か
ら
保
安
元
（
一
一
二
〇
）
の
中
に
挙
行
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
左
中
将
藤
原
忠
宗
の
催
行
す
る
詩
会
で
述
作
し
た
詩
序
の
「
月
明
貴
賤
家
」
で
茂
明
は
叙
べ
て
い
る
。
茂
明
は
更
に
保
安
三
（
一
一
二
二
）
年
に
は
文
章
得
業
生
に
在
っ
て
、
天
治
元
（
一
一
二
四
）
年
に
得
業
生
に
課
す
官
吏
登
用
試
験
の
対
策
に
及
第
、
大
治
二
（
一
一
二
七
）
年
に
は
下
総
守
を
務
め
る
旨
を
『
中
右
記
部
類
』
に
記
す
。
　
『
無
題
詩
』
に
は
其
の
巻
十
所
収
の
茂
明
「
城
北
精
舎
に
志
を
云
ふ
」
に
「
齢
を
顧
み
、
四
旬
に
垂
る
白
首
」
と
い
う
詩
句
が
有
っ
て
、
既
に
四
十
路
に
は
懐
思
の
想
念
を
抒
べ
て
い
る
が
、
同
巻
六
に
は
藤
原
広
俊
、
敦
光
、
茂
明
、
周
光
の
四
首
か
ら
成
っ
て
の
陶
化
坊
に
遊
び
其
の
秋
景
を
賞
翫
し
た
詩
句
が
有
っ
て
、
四
十
路
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
茂
明
は
、
寺
門
に
遊
ぶ
も
春
の
時
節
を
惜
し
み
な
が
ら
一
日
の
黄
昏
時
に
及
ん
で
「
栄
枯
の
異
る
を
識
り
」、
暫
し
「
洞
裏
」
に
在
っ
て
「
毀
誉
の
喧
し
き
を
忘
れ
」
と
素
懐
を
抒
べ
て
い
る
。『
無
題
詩
』
の
「
山
寺
」
部
、
殊
に
「
山
寺
下
」
に
は
浄
土
教
信
仰
の
瀰
慢
が
顕
著
で
あ
っ
て
、
不
惑
の
茂
明
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
3
註る
。
久
安
四
（
一
一
四
八
）
年
の
閏
六
月
に
は
鳥
羽
天
皇
逆
の
法
会
の
折
の
願
文
、
翌
五
年
に
は
同
天
皇
が
般
若
経
を
写
経
す
る
折
の
発
願
文
、
仁
平
元
（
一
一
五
一
）
十
月
に
は
十
楽
曼
荼
羅
供
養
の
折
の
願
文
を
記
述
し
て
お
り
、
猶
も
信
仰
性
が
瀰
漫
し
て
い
た
ら
し
き
に
は
在
る
が
、
忠
実
に
官
職
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
も
復
確
か
で
あ
る
。
　
茂
明
の
「
暮
春
、
城
北
精
舎
に
遊
ぶ
」（
無
題
詩
巻
十
）
に
は
、「
身
を
顧
み
、
巳
に
六
旬
の
算
を
過
ぐ
。
子
を
挙
げ
、
須
べ
か
ら
く
累
葉
家
に
傳
ふ
可
し
」
の
註
に
、「
息
男
敦
経
、
学
問
料
を
望
む
。
故
を
云
ふ
」
と
有
っ
て
、
茂
明
の
子
敦
経
が
令
明
と
共
に
、
仁
平
三
（
一
一
五
三
）
年
五
月
に
学
問
料
の
試
に
応
じ
て
お
り
（
宇
槐
記
抄
、
古
今
著
聞
集
）、
同
年
は
茂
明
の
傘
寿
以
前
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
右
茂
明
の
「
六
旬
の
算
を
過
4
ぐ
」
は
仁
平
三
年
由
り
十
数
年
前
の
耳
順
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
の
詩
句
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
無
題
詩
』
巻
二
の
「
艾
人
に
賦
す
」
は
茂
明
が
耳
順
を
詠
じ
た
詩
句
で
あ
っ
て
、
端
午
の
節
句
に
邪
気
を
除
け
る
用
途
の
蓬
生
の
人
形
の
容
顔
が
氏
性
や
種
族
を
問
わ
ず
の
中
で
茂
明
の
我
に
似
て
い
る
と
云
い
、
元
服
前
由
り
述
作
に
在
っ
た
純
心
な
我
を
忘
れ
得
ず
懐
思
し
て
い
る
か
だ
が
、
雨
水
が
虚
い
か
な
水
溜
り
に
嵩
を
増
す
の
を
目
視
し
な
が
ら
、
耳
順
を
迎
え
衰
え
往
き
、
恰
も
晩
年
を
思
慕
さ
せ
る
か
に
寂
し
い
限
り
と
抒
べ
る
。
氏
姓
や
種
族
を
問
わ
ぬ
と
云
う
こ
と
に
は
氏
族
制
度
に
捕
捉
さ
れ
ず
の
恰
も
主
権
在
民
的
、
大
陸
友
好
的
な
刷
新
性
た
る
知
覚
認
識
を
拝
承
で
き
る
が
、
と
う
に
端
午
の
節
句
に
祝
福
を
授
か
る
歳
時
の
記
憶
は
極
薄
の
も
と
、
単
に
気
分
転
換
で
あ
れ
ば
治
癒
可
能
か
の
祈
禱
こ
そ
効
能
を
示
さ
ぬ
う
ち
の
疫
病
に
何
時
罹
る
も
特
殊
で
な
い
老
齢
期
を
迎
え
、
躍
動
感
の
劣
化
し
た
己
れ
に
捕
捉
追
従
さ
れ
艱
難
辛
苦
な
る
想
念
に
喘
い
で
い
た
こ
と
も
復
事
実
で
あ
る
。
而
し
て
巻
三
の
「
八
月
十
五
夜
の
月
に
翫
ぶ
」
を
謁
見
す
る
と
耳
順
の
茂
明
は
白
髪
を
被
っ
て
の
閑
居
に
在
っ
た
ら
し
く
、
冷
た
い
秋
風
の
吹
く
中
、
中
秋
の
名
月
を
賞
翫
し
な
が
ら
詩
句
を
詠
じ
て
は
心
が
耐
え
凌
げ
ず
に
痛
む
こ
と
だ
と
抒
べ
る
。
此
れ
に
在
っ
て
は
、
徐
々
に
衰
え
行
く
中
で
己
れ
を
抑
制
せ
ん
と
す
る
慎
ま
し
き
感
覚
さ
え
鈍
化
し
、
恥
辱
に
も
長
年
堆
積
さ
れ
て
来
た
辛
苦
の
想
念
を
覆
い
隠
せ
ぬ
茂
明
が
煩
悶
し
始
め
て
い
る
。「
暮
春
、
城
北
精
舎
に
遊
ぶ
」
に
は
疲
弊
を
覚
知
す
る
こ
と
に
拠
り
身
体
の
衰
え
を
免
れ
ら
れ
得
ぬ
と
感
嘆
す
る
か
の
、
腰
椎
が
歪
曲
し
て
具
を
衝
い
て
い
た
耳
順
の
茂
明
が
在
っ
て
、
同
巻
十
の
「
九
月
盡
日
、
城
北
精
舎
即
事
」
に
は
風
儀
を
過
ぎ
去
っ
た
趣
に
看
做
せ
ぬ
中
、
去
り
往
く
秋
を
吝
嗇
し
な
が
ら
懐
旧
心
の
捨
て
難
い
耳
順
の
茂
明
が
居
る
。
仁
平
四
（
一
一
五
四
）
年
八
月
に
は
金
剛
心
院
供
養
の
呪
願
文
を
記
述
し
て
信
仰
性
に
抛
擲
し
横
溢
し
て
い
た
ら
し
き
に
は
在
る
が
、
同
年
二
月
に
遡
求
し
て
茂
明
は
藤
原
氏
直
営
の
教
育
機
関
で
あ
る
勧
学
院
の
修
築
竣
功
の
節
に
催
行
さ
れ
た
祝
賀
に
参
席
し
4
註た
。
具
を
衝
い
て
歩
行
も
儘
な
ら
ず
の
身
の
不
自
由
を
振
り
払
っ
て
の
参
席
ぶ
り
で
あ
っ
た
が
、
藤
原
氏
の
一
人
に
在
る
茂
明
に
も
毅
然
に
勧
学
院
の
学
生
に
在
っ
た
時
期
が
有
っ
5
註て
、
躍
動
感
漲
る
若
か
り
し
日
々
を
懐
思
す
る
か
に
順
風
満
帆
の
想
念
に
浸
り
、
更
な
る
己
れ
の
飛
躍
を
熱
望
し
て
居
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
　
仁
平
四
年
の
改
元
の
勘
文
を
草
し
た
三
人
の
う
ち
一
人
は
茂
明
で
あ
る
（
他
の
二
人
は
式
部
大
輔
兼
加
賀
守
藤
原
永
範
、
文
章
博
士
兼
越
後
守
で
敦
光
の
子
長
光
。
久
寿
改
元
定
記
）。『
無
題
詩
』
の
茂
明
作
「
夏
日
山
家
即
事
」（
巻
七
）
に
、「
七
十
年
来
、
衰
え
去
る
の
ち
。
往
事
を
懐
か
し
む
毎
に
涙
先
ず
霑
つ
」
と
有
っ
て
、
天
命
を
知
る
茂
明
で
は
あ
る
が
、
最
早
衰
え
を
隠
せ
ぬ
う
ち
に
昔
日
を
感
懐
し
感
涙
に
嗚
咽
、
悲
嘆
に
陶
酔
す
る
己
れ
を
抒
べ
て
い
る
。
乃
父
敦
基
並
び
に
実
兄
令
明
の
歿
年
と
義
弟
周
光
の
老
年
（
古
今
著
聞
集
に
は
保
元
三
・
一
一
五
八
年
が
敦
光
の
歳
八
十
ば
か
り
と
あ
る
）
と
を
考
え
て
、
令
明
が
六
十
路
半
ば
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
茂
明
は
仁
平
四
年
に
は
七
十
路
半
ば
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。「
夏
日
山
家
即
事
」
は
茂
明
の
従
心
の
頃
の
述
作
と
観
ら
れ
る
が
、
同
題
の
弟
周
光
の
詩
句
に
は
「
耳
従
」
と
有
る
こ
と
か
ら
、
此
れ
が
茂
明
と
同
じ
時
期
の
述
作
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
茂
明
は
周
光
よ
り
十
歳
程
年
長
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
令
明
を
包
摂
し
て
の
三
兄
弟
の
歳
の
差
は
五
〜
六
歳
程
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
、
斯
く
し
て
茂
明
の
詩
句
は
老
年
に
到
っ
て
の
述
藤原茂明論攷
5
作
が
許
多
に
亘
る
と
も
看
做
さ
れ
る
。
　
懐
悔
の
想
念
に
耽
溺
す
る
茂
明
で
あ
る
が
、『
無
題
詩
』
巻
九
に
は
「
春
日
、
法
輪
寺
に
志
を
云
ふ
」
の
如
く
詩
題
の
一
篇
が
有
る
。
茂
明
に
と
っ
て
「
京
洛
囂
塵
境
」
に
対
比
さ
れ
る
の
は
「
梵
宮
」
で
、
貴
族
官
僚
の
京
洛
は
喧
騒
の
俗
塵
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
兼
ね
し
て
、
京
洛
を
乖
離
し
て
山
寺
に
「
優
遊
」
す
る
こ
と
の
う
ち
に
自
由
で
あ
っ
た
。
貴
族
と
て
微
官
ゆ
え
の
辛
苦
に
も
測
り
難
い
も
の
が
在
っ
た
に
違
い
な
い
。「
囂
塵
境
」
と
は
微
官
の
者
が
容
易
に
離
脱
し
難
い
貴
族
官
僚
社
会
で
京
洛
の
中
枢
で
も
あ
る
が
、「
自
由
」
を
剥
奪
す
る
桎
梏
社
会
で
あ
っ
た
ゆ
え
、
山
寺
に
在
っ
て
酒
を
酌
み
詩
句
を
詠
じ
、
帰
郷
を
も
忘
却
す
る
程
に
酔
い
痴
れ
る
こ
と
が
解
放
と
安
息
を
見
出
す
逸
遊
な
の
で
あ
っ
て
、「
梵
宮
」
へ
の
出
遊
は
歓
ぶ
べ
き
自
由
の
閑
暇
だ
っ
た
の
で
あ
6
註
る
。
　
『
無
題
詩
』
巻
七
の
「
夏
日
山
家
即
事
」
を
述
作
し
た
晩
年
の
茂
明
に
は
、
同
巻
五
に
「
聊
か
閑
中
の
偶
詠
と
成
る
。
老
後
の
惣
吟
に
慰
む
る
己
れ
」
の
如
く
の
一
篇
も
有
る
。
従
心
に
到
っ
て
茂
明
は
「
官
職
を
抛
來
し
」、
剃
髪
し
て
薜
衲
を
纏
う
身
と
な
っ
た
ら
し
い
。
自
ら
を
「
一
桑
門
の
老
」
と
も
称
し
て
い
る
。
祖
父
明
衡
の
蹤
を
受
け
て
学
路
を
歩
み
続
け
た
自
ら
を
省
み
て
、「
一
傭
儒
」
と
観
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
自
嘲
は
、「
倩
し
き
微
身
を
顧
み
布
鼓
に
同
じ
。
試
る
も
愚
慮
を
磨
き
、
鉛
刀
を
以
す
」（
巻
四
、
早
夏
述
懐
）
の
如
く
言
葉
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、「
一
日
憂
い
を
忘
れ
、
濁
醪
に
酌
す
」
と
云
い
な
が
ら
、
箕
山
に
隠
れ
頴
水
に
耳
を
洗
っ
た
許
由
に
倣
っ
て
隠
棲
を
素
意
と
し
た
が
、
忠
孝
の
羇
絆
ゆ
え
に
今
日
ま
で
れ
得
な
か
っ
た
と
云
う
の
も
虚
飾
で
は
あ
る
ま
7
註い
。「
鬢
髪
、年
年
々
老
白
を
迎
ふ
る
」、「
生
涯
、
空
暮
れ
て
水
の
如
し
。
学
路
、
通
無
く
山
撚
り
嶮
し
」（
巻
十
、
雲
林
院
即
事
）、「
官
途
趍
拜
の
宸
、
辛
勤
に
倦
む
。
学
海
嶮
難
、
子
細
に
諳
く
」（
巻
五
、
歳
暮
に
志
を
云
う
、
第
一
首
）。
茂
明
に
と
っ
て
生
涯
は
長
い
辛
苦
の
道
程
で
し
か
な
か
っ
た
。「
蛍
雪
幾
年
、
学
を
嗜
む
と
雖
も
、
箕
裘
三
代
、
躬
を
抽
か
ず
」（
巻
六
、
秋
日
林
亭
即
事
）
と
云
い
、「
翰
林
、
老
い
を
送
り
、
齢
空
し
く
。
魯
禺
宦
学
、
此
れ
鼓
顔
」
（
巻
十
、
歳
暮
東
山
禅
房
即
事
）
と
も
云
う
。
微
官
と
し
て
辛
勤
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
嘆
き
は
深
く
、「
老
鬢
院
、
蹉
跎
に
齢
、
已
に
暮
れ
」
と
知
り
な
が
ら
酒
盞
を
交
わ
し
詩
句
を
制
し
、「
多
年
、
貧
に
し
て
道
に
嗜
み
咲
く
こ
と
莫
れ
。
人
間
名
利
、
貪
る
に
能
わ
ざ
る
」（
巻
五
、
歳
暮
に
志
を
云
う
）
と
も
云
い
、
其
れ
は
長
年
貪
し
く
も
徳
行
を
嗜
み
潜
り
抜
け
て
来
た
生
涯
を
自
嘲
と
諦
念
で
以
っ
て
省
み
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
林
を
思
ふ
籠
の
鳥
。
水
を
失
ふ
轍
魚
」
の
苦
痛
と
悲
嘆
で
も
あ
っ
8
註た
。
老
い
て
我
を
顧
み
て
、
込
み
上
げ
て
来
る
苦
諦
の
想
念
に
犇
め
く
茂
明
の
心
情
は
、
明
衡
と
憤
悶
を
共
に
す
る
か
の
読
み
手
の
心
情
に
苛
烈
に
も
伝
わ
り
来
る
も
の
で
は
な
い
か
。『
台
記
』
巻
十
二
、
更
に
は
近
世
前
期
に
彰
考
館
の
史
臣
に
拠
り
編
纂
さ
れ
た
『
本
朝
文
集
』
に
も
所
収
す
る
如
く
、
久
寿
二
（
一
一
五
五
）
年
四
月
に
は
「
藤
原
頼
長
が
左
丞
相
を
辞
す
る
表
」
を
、
同
年
五
月
に
は
長
年
仕
え
た
頼
長
に
感
服
の
意
を
表
す
る
追
記
文
「
第
三
表
」
を
記
述
す
る
。
茂
明
は
若
か
り
し
時
期
由
り
日
々
精
進
に
励
行
す
る
も
、
頼
長
は
茂
明
撚
り
遥
か
に
年
弱
で
あ
る
の
に
左
大
臣
を
も
歴
任
し
た
訳
で
あ
る
。
茂
明
は
決
定
的
に
己
れ
が
窓
際
の
未
熟
者
だ
と
不
協
和
に
陥
る
側
方
も
覗
か
せ
て
い
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
官
職
に
在
っ
て
免
れ
得
ぬ
老
化
と
も
違
い
、
而
も
晩
年
に
到
っ
て
も
述
作
の
才
を
奮
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
其
処
に
躍
動
せ
ん
と
す
る
生
命
が
息
吹
い
て
い
る
筈
で
あ
る
。
6
　
茂
明
は
久
寿
二
年
十
二
月
に
雅
仁
親
王
即
位
の
大
嘗
会
が
催
行
さ
れ
た
節
に
は
次
の
如
く
の
和
歌
を
述
作
し
た
。
結
び
あ
ぐ
る　
松
井
の
水
は　
底
清
み　
映
る
は
君
が　
千
代
の
陰
か
も
　
吉
備
国
の
一
区
域
、
頃
日
の
岡
山
県
総
社
市
の
備
中
国
分
寺
跡
の
近
辺
に
は
其
の
句
碑
が
有
9
註る
。
茂
明
の
吉
備
国
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
斯
く
の
句
碑
し
か
有
ら
ず
未
詳
に
等
し
い
が
、
漢
文
の
み
で
な
く
和
歌
に
も
秀
で
る
茂
明
の
側
方
を
拝
承
で
き
る
。「
松
井
の
水
」
は
傍
側
で
男
女
が
媾
曳
き
に
待
つ
井
戸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
其
の
湧
水
で
、
頃
日
こ
そ
枯
渇
し
て
汲
め
ず
だ
が
、
井
戸
の
直
ぐ
周
辺
に
は
樹
木
の
松
も
生
息
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
茶
屋
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
旧
松
井
家
の
所
有
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
中
、
茂
明
が
松
井
の
井
戸
と
如
何
程
の
関
わ
り
で
あ
っ
た
の
か
も
未
詳
に
等
し
い
が
、
大
嘗
会
の
席
上
で
詠
句
し
た
程
に
其
の
高
名
た
る
井
戸
を
瞻
仰
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
高
名
に
在
る
か
ら
に
も
絶
え
間
な
く
湧
水
い
ず
る
を
願
わ
ん
と
す
る
井
戸
を
掛
け
譬
え
、
恒
久
に
亘
っ
て
の
世
中
社
会
全
域
の
安
寧
と
、
即
位
親
王
の
深
く
誠
行
た
る
在
位
へ
の
所
期
願
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
和
歌
で
あ
る
こ
と
も
復
事
実
で
あ
る
。
　
茂
明
は
永
暦
元
（
一
一
六
〇
）
年
十
二
月
に
美
福
門
院
追
善
の
為
の
表
白
を
執
筆
し
て
お
り
、
仏
象
性
の
窮
ま
る
か
も
応
保
頃
迄
生
存
し
て
い
た
と
観
ら
れ
、
文
人
と
し
て
の
全
う
を
遂
げ
栄
誉
に
在
る
。
三　
『
紙
背
漢
詩
集
』
と
『
詩
序
集
』
の
茂
明
　
『
紙
背
漢
詩
集
』
は
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
川
口
が
、
学
界
に
於
い
て
其
れ
以
前
に
全
く
知
ら
れ
て
い
ぬ
と
し
て
着
眼
し
た
書
冊
で
あ
る
。
佐
藤
も
大
変
重
要
な
書
冊
と
し
て
評
価
、
川
口
が
本
冊
に
従
前
由
り
総
勢
二
百
四
十
一
名
の
作
者
の
漢
詩
の
所
収
が
知
ら
れ
る
と
の
伝
承
性
を
叙
べ
、
就
中
、
百
六
十
五
名
の
作
者
が
知
ら
れ
ぬ
と
も
叙
べ
る
が
、
本
冊
に
は
茂
明
の
作
品
が
計
二
篇
所
収
さ
れ
る
。
川
口
が
茂
明
を
極
少
な
り
と
の
作
品
数
に
拠
り
知
ら
れ
ぬ
作
者
の
一
群
に
数
え
て
い
る
こ
と
も
行
間
で
き
、
其
れ
は
近
世
に
到
っ
て
成
立
し
た
編
書
『
日
本
詩
紀
』
や
『
本
朝
文
集
』
に
所
収
さ
れ
る
こ
と
に
拠
り
知
ら
れ
る
作
者
で
あ
る
と
云
う
経
過
的
意
向
の
處
で
あ
っ
て
、
形
成
的
過
程
に
在
っ
て
の
浸
透
性
な
る
も
の
と
し
て
拝
承
で
き
る
。
遡
求
し
て
院
政
期
に
成
立
す
る
『
紙
背
漢
詩
集
』
で
あ
る
が
、
漢
詩
文
に
つ
い
て
大
治
元
（
一
一
二
六
）
年
の
「
月
明
酒
域
中
詩
」
を
本
冊
中
の
最
古
作
品
と
す
る
中
に
於
い
て
、
予
め
宗
忠
が
寛
治
元
（
一
〇
八
七
）
年
か
ら
保
延
四
（
一
一
三
八
）
年
に
到
る
迄
の
時
事
を
書
き
綴
っ
た
日
記
『
中
右
記
部
類
』
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
紙
背
に
恰
も
註
釈
・
補
説
・
追
記
の
如
く
に
書
写
さ
れ
た
と
憶
測
で
き
る
蒐
集
と
云
え
る
も
の
で
は
な
い
か
。『
中
右
記
部
類
』
の
書
写
時
期
の
上
限
で
あ
る
寿
永
二
（
一
一
八
三
）
年
爾
前
に
は
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
川
口
に
拠
れ
ば
恐
ら
く
大
治
を
去
る
遠
か
ら
ざ
る
時
期
に
は
編
刪
し
た
と
も
叙
べ
て
い
る
。
　
さ
て
、
茂
明
の
作
品
は
『
紙
背
漢
詩
集
』
に
二
篇
で
あ
っ
て
、
此
れ
は
『
無
題
詩
』
の
五
十
七
篇
と
比
せ
ば
極
少
で
あ
る
。
側
方
、
編
者
が
作
者
藤原茂明論攷
7
に
つ
い
て
何
ら
と
意
識
せ
ず
、
部
類
（
天
象
や
山
家
、
厨
房
等
の
区
分
。
両
文
粋
に
於
い
て
は
文
章
の
種
類
の
次
列
に
置
か
れ
る
が
、
無
題
詩
で
は
巻
数
の
次
列
に
位
置
し
、
巻
十
迄
に
三
十
七
の
部
類
か
ら
成
る
。
部
類
は
〝
題
〞
と
〝
詩
題
〞
の
次
元
と
も
異
に
す
る
）
等
に
拠
り
な
が
ら
専
ら
作
品
に
拘
っ
て
編
刪
し
た
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
極
端
な
数
差
は
確
か
に
気
に
な
る
。
處
で
『
紙
背
漢
詩
集
』
の
編
者
は
川
口
に
拠
れ
ば
宗
忠
・
周
光
・
宗
成
等
が
考
え
ら
れ
、
周
光
は
『
無
題
詩
』
に
作
品
を
一
〇
一
篇
所
収
さ
れ
る
も
、『
紙
背
漢
詩
集
』
に
は
全
く
所
収
さ
れ
得
ず
、
宗
成
は
宗
忠
の
嫡
男
で
一
篇
の
み
の
所
収
で
、
中
古
初
期
の
北
家
の
一
人
の
藤
原
宗
成
と
は
異
に
す
る
。
宗
忠
の
『
中
右
記
部
類
』
は
川
口
に
拠
れ
ば
鎌
倉
極
初
期
に
成
立
、
元
は
僅
か
に
仏
事
部
類
と
郁
芳
門
院
凶
事
記
の
二
巻
の
み
が
知
ら
れ
、
二
百
冊
以
上
有
っ
た
と
も
知
ら
れ
て
い
た
が
、
終
戦
に
な
っ
て
か
ら
九
条
家
の
秘
庫
か
ら
此
の
部
類
十
二
巻
が
出
現
、
百
数
十
冊
が
存
在
し
て
お
り
、
十
二
巻
に
亘
っ
て
の
巻
子
本
の
料
紙
の
紙
背
の
一
部
に
古
逸
の
未
知
の
漢
詩
集
断
簡
が
書
写
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。『
中
右
記
部
類
』
が
確
か
に
も
大
部
に
亘
っ
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
茂
明
の
二
篇
な
ど
微
塵
に
も
有
ら
ぬ
か
だ
が
、
某
か
の
別
な
る
編
書
を
繙
く
こ
と
に
拠
り
散
文
集
た
る
『
詩
序
集
』
が
有
る
の
で
あ
る
。
長
承
元
（
一
一
三
二
）
年
以
降
に
成
立
し
た
と
知
ら
れ
る
本
冊
は
、
判
明
す
る
二
十
九
名
の
作
者
に
拠
る
四
十
六
篇
の
詩
序
文
が
所
収
さ
れ
、
就
中
、
茂
明
の
「
月
明
貴
賤
家
」
の
詩
序
が
所
収
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
漢
武
帝
の
治
世
、
首
都
長
安
附
近
の
良
家
を
嘲
笑
し
て
迄
凛
々
た
る
に
鼓
舞
し
た
富
豪
系
の
官
人
に
好
感
を
い
だ
き
、
詩
豪
や
文
豪
は
社
交
の
場
を
好
み
呉
々
も
得
意
気
に
な
ら
ぬ
と
も
抒
べ
る
茂
明
の
気
品
さ
の
窺
え
る
作
品
で
あ
る
が
、『
詩
序
集
』
に
茂
明
の
一
篇
の
み
の
所
収
が
本
作
品
で
あ
る
。
此
処
で
は
「
詩
序
」
の
み
の
文
章
の
種
類
で
茂
明
に
縋
っ
て
好
い
も
の
か
、
此
れ
で
は
詩
句
の
相
応
を
認
め
て
い
ぬ
で
は
な
い
か
。
斯
く
云
っ
て
茂
明
に
は
前
掲
の
願
文
や
「
御
齊
会
講
師
表
白
」
の
如
く
の
作
品
も
有
る
の
だ
が
、
仏
性
的
厭
世
観
に
も
捕
捉
さ
れ
る
か
に
、
茂
明
が
編
者
で
あ
る
と
い
う
接
点
に
繋
が
ら
ぬ
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
畢
竟
、
茂
明
の
所
収
作
品
が
僅
少
に
有
る
中
で
の
編
輯
進
行
上
に
在
っ
て
の
一
種
の
経
過
点
に
気
づ
か
ぬ
か
。『
紙
背
漢
詩
集
』
に
迄
遡
及
す
る
こ
と
に
拠
っ
て
の
、
茂
明
の
『
続
文
粋
』
編
者
の
可
能
性
で
あ
る
。『
紙
背
漢
詩
集
』
の
成
立
時
期
の
下
限
が
大
治
元
年
で
此
れ
に
二
篇
、『
詩
序
集
』
の
成
立
時
期
の
下
限
が
長
承
元
年
で
此
れ
に
一
篇
、
而
し
て
保
延
六
年
の
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
続
文
粋
』
に
は
一
篇
も
所
収
さ
れ
ず
、
拠
っ
て
成
立
の
順
を
追
っ
て
過
程
的
に
一
篇
ず
つ
減
少
す
る
で
は
な
い
か
。
『
中
右
記
部
類
』
は
頃
日
も
猶
、
多
か
れ
の
篇
冊
の
存
在
す
ら
確
認
で
き
ぬ
も
の
の
、
多
分
其
れ
等
に
『
紙
背
漢
詩
集
』
の
断
簡
の
続
編
な
り
が
書
写
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ず
、
諸
本
を
仮
定
す
る
等
で
頃
日
の
時
点
に
於
い
て
茂
明
の
作
品
が
『
紙
背
漢
詩
集
』
に
少
な
く
と
も
二
篇
以
上
は
所
収
さ
れ
た
の
が
確
か
な
の
で
あ
っ
て
、
而
し
て
其
れ
が
何
篇
以
上
に
亘
り
所
収
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
元
よ
り
最
初
か
ら
『
詩
序
集
』
に
は
一
篇
の
み
で
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
で
、『
続
文
粋
』
に
到
っ
て
茂
明
作
品
が
零
篇
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
此
処
に
茂
明
が
編
者
で
あ
る
こ
と
が
単
に
所
収
さ
れ
ぬ
と
叙
べ
る
撚
り
も
更
な
る
論
拠
性
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。
僅
か
一
篇
や
二
篇
、
時
と
し
て
数
篇
の
所
収
し
か
有
ら
ぬ
と
し
て
も
、
全
く
所
収
さ
れ
ぬ
こ
と
が
重
大
な
る
論
拠
で
あ
る
こ
と
を
思
惟
す
れ
ば
見
逃
す
訳
8
に
は
往
か
ぬ
。
本
論
文
に
於
い
て
の
課
題
は
茂
明
が
編
者
に
在
る
こ
と
へ
の
追
求
で
あ
っ
て
、
各
氏
に
於
か
れ
て
は
可
能
性
の
様
々
の
論
拠
を
持
た
れ
て
い
る
と
も
思
惟
で
き
、
軈
て
何
時
か
は
文
学
事
典
等
に
於
い
て
の
『
続
文
粋
』
の
見
出
し
語
の
説
明
に
所
謂
「
茂
明
撰
」
の
如
く
に
記
す
程
の
許
諾
ぶ
り
を
所
期
す
る
次
第
で
あ
っ
て
、
何
れ
に
せ
よ
端
的
に
『
書
籍
目
録
』
の
表
記
を
鞏
固
に
信
頼
貫
か
ん
こ
と
は
回
避
す
る
べ
き
で
あ
る
。
茂
明
に
在
っ
て
は
多
分
『
紙
背
漢
詩
集
』
の
成
立
を
拝
承
、
何
時
か
は
己
れ
が
蒐
集
た
る
書
冊
を
編
刪
せ
ん
と
決
意
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
『
紙
背
漢
詩
集
』
の
成
立
由
り
数
年
の
う
ち
に
は
『
詩
序
集
』
が
成
立
す
る
に
到
り
、
茂
明
一
篇
と
な
る
の
を
拝
承
し
て
遂
に
待
望
窮
ま
る
か
に
、
明
衡
の
『
文
粋
』
の
続
編
で
以
っ
て
文
章
の
種
類
の
多
寡
に
亘
る
制
覇
的
書
冊
を
と
意
気
込
ん
だ
の
で
は
と
思
惟
で
き
る
。
四　
「
白
雪
庭
松
に
満
て
り
」
と
「
酔
ひ
て
唯
に
春
を
送
る
」
　
頃
日
に
到
り
既
に
出
現
し
て
い
る
限
り
に
於
い
て
の
『
紙
背
漢
詩
集
』
に
は
、
茂
明
の
作
品
が
二
篇
所
収
さ
れ
る
。
確
か
に
茂
明
の
作
品
が
本
冊
の
散
佚
な
き
か
の
状
態
に
於
い
て
計
何
篇
と
な
る
か
は
判
明
せ
ぬ
が
、
本
章
に
於
い
て
は
其
の
二
篇
の
鑑
賞
を
独
自
な
り
に
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
追
っ
て
『
詩
序
集
』
の
編
者
は
何
人
か
と
窺
う
な
ら
ば
、
文
章
院
の
東
曹
に
所
属
す
る
所
収
作
者
が
十
七
名
で
、
西
曹
が
五
名
で
あ
る
こ
と
に
比
し
て
圧
倒
的
に
占
め
、
就
中
、
式
家
藤
原
氏
の
作
品
が
十
八
篇
と
数
多
に
所
収
、
取
り
分
け
明
衡
の
作
品
が
推
定
作
者
と
し
て
の
三
篇
を
包
摂
し
て
末
尾
に
十
二
篇
も
聯
な
り
所
収
さ
れ
、
最
も
晩
く
に
述
作
さ
れ
た
作
品
が
長
承
元
年
で
あ
る
（
越
前
少
掾
菅
原
在
業
・
月
明
妓
女
家
）
こ
と
を
勘
案
し
て
、
編
者
は
本
冊
に
作
品
が
所
収
さ
れ
ぬ
敦
光
に
比
定
（
推
定
で
は
あ
る
が
）
さ
れ
る
と
、
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
に
平
林
盛
徳
に
拠
り
指
摘
さ
れ
た
（
本
冊
の
複
製
、
吉
川
弘
文
館
）
の
で
あ
る
。『
紙
背
漢
詩
集
』
所
収
の
茂
明
二
篇
の
作
品
を
窺
う
處
で
、『
紙
背
漢
詩
集
』
の
相
応
と
『
詩
序
集
』、
更
に
は
『
無
題
詩
』
と
『
続
文
粋
』
の
成
立
時
期
や
編
者
を
確
證
す
る
こ
と
は
依
然
な
り
と
艱
険
だ
が
、
二
篇
の
鑑
賞
に
拠
り
茂
明
に
つ
い
て
人
生
観
等
を
拝
察
で
き
れ
ば
と
思
惟
す
る
次
第
で
あ
る
。
①　
白
雪
、
庭
松
に
満
て
り
　
此
れ
は
本
冊
巻
五
第
四
に
所
収
す
る
十
一
名
の
作
者
に
拠
っ
て
の
計
十
一
篇
の
作
品
の
詩
題
で
あ
る
。
其
の
第
四
の
詩
群
は
長
治
元
（
一
一
〇
四
）
年
十
一
月
十
日
に
詠
ま
れ
た
詩
句
で
あ
る
こ
と
が
詩
題
箇
所
か
ら
瞬
時
に
も
判
る
。
其
の
一
篇
目
は
度
支
員
外
郎
（
主
計
介
）
の
大
江
家
国
の
七
言
詩
で
あ
る
が
、
前
以
っ
て
「
七
言
冬
日
於
因
州
員
外
刺
書
亭
同
賦
白
雪
滿
庭
松
詩
」
と
記
さ
れ
、
冬
の
日
に
因
州
の
会
計
官
の
外
郎
で
あ
る
其
の
家
国
の
書
亭
に
て
挙
行
さ
れ
た
作
文
会
に
於
い
て
、
作
者
の
十
一
名
が
共
に
「
白
雪
が
庭
の
松
一
杯
に
降
り
積
も
っ
て
い
る
」
の
如
く
の
詩
題
で
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
家
国
は
生
歿
年
未
詳
の
一
人
で
あ
る
も
、
文
章
生
や
散
位
、
従
五
位
下
を
歴
任
、
本
漢
詩
集
に
は
家
国
の
詩
句
が
四
篇
所
収
さ
れ
る
が
、
因
幡
国
（
山
陰
道
八
か
国
の
一
）
在
任
中
に
本
作
文
会
が
催
行
さ
れ
た
長
治
元
年
は
、
因
幡
権
守
重
隆
や
、
同
族
の
匡
房
が
歌
合
を
主
宰
す
る
な
ど
和
歌
の
活
躍
が
誇
示
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
本
作
文
会
で
観
賞
す
る
庭
の
松
は
一
本
の
松
で
、
書
亭
の
軒
先
ま
で
張
り
出
し
て
い
て
、
枝
が
地
面
を
這
う
如
く
伸
び
て
お
り
、
書
亭
の
庭
に
格
調
の
高
い
鑑
賞
用
と
し
藤原茂明論攷
9
て
調
木
さ
れ
た
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
茂
明
の
其
の
詩
句
は
『
紙
背
漢
詩
集
』
巻
五
第
四
の
取
り
た
る
末
尾
十
一
篇
目
に
所
収
さ
れ
、
着
目
す
べ
き
に
値
す
る
作
品
に
思
惟
で
き
る
中
、
作
者
に
は
茂
明
の
名
で
は
な
く
、
知
明
と
記
さ
れ
る
。
此
れ
は
茂
明
の
初
名
な
の
で
あ
っ
て
、
元
服
前
に
は
作
文
会
に
同
席
し
て
詩
句
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
元
服
前
の
述
作
が
珍
し
く
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
先
験
的
で
あ
る
か
の
述
作
の
才
能
に
長
け
、
年
少
期
由
り
述
作
の
薫
陶
を
授
か
っ
て
い
た
筈
で
も
な
い
か
。
同
作
文
会
に
は
乃
父
の
敦
基
と
長
兄
の
令
明
も
参
席
し
て
同
題
の
詩
句
を
詠
ん
で
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
眷
族
的
な
錬
磨
と
違
っ
て
此
の
種
の
場
は
公
證
な
詩
会
の
席
上
で
あ
る
か
ら
、
子
息
兄
弟
に
周
囲
由
り
助
言
や
指
導
を
授
け
な
が
ら
進
行
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
惟
で
き
る
が
、
内
心
に
在
っ
て
気
掛
か
り
な
が
ら
も
何
て
頭
角
の
早
い
も
の
か
と
感
心
、
茂
明
が
背
筋
を
伸
ば
し
正
座
し
て
詠
み
上
げ
る
雄
姿
に
感
激
し
て
褒
め
遣
る
親
子
愛
、
兄
弟
愛
を
窺
わ
せ
る
側
方
で
は
な
い
か
。
微
笑
ま
し
く
拝
観
で
き
る
光
景
で
も
あ
る
。
　
次
に
本
篇
の
本
文
と
書
き
下
し
文
を
掲
げ
る
。
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当p
窓
勁
節
似w
花
攢q  
 
 
窓
に
当
た
り
し　
勁
節　
花
の
攢
ま
れ
る
が
似
し
鵝
毛
点p
葉
応
銷p
緑 
 
 
 
鵝
毛　
葉
に
点
ず
れ
ば　
応
に
緑
を
銷
す
べ
く
鶴
埋p
枝
欲p
陪p
寒  
 
 
鶴
　
枝
を
埋
む
れ
ば　
寒
さ
を
倍
さ
む
と
す
君
子
結
交
傾
蓋
友 
 
 
 
君
子
の
結
交　
傾
蓋
の
友
可p
期
此
地
万
年
歓  
 
 
期
す
べ
し　
此
の
地　
万
年
の
歓
　
瞥
見
、
元
服
前
と
は
思
惟
で
き
ぬ
成
人
思
考
的
な
文
章
表
現
で
あ
る
が
、
詠
じ
始
め
る
に
、
庭
園
に
聳
え
る
松
を
拠
処
と
し
て
い
る
の
が
判
る
。
此
れ
は
本
句
題
節
の
他
の
作
者
を
窺
っ
て
も
同
等
で
あ
っ
て
、
本
句
題
が
語
意
す
る
か
に
本
詩
宴
の
操
行
に
前
以
っ
て
、
庭
に
生
息
す
る
松
を
拠
処
に
述
作
せ
よ
と
の
規
則
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
判
る
。
茂
明
も
其
れ
を
意
識
し
て
従
っ
た
こ
と
に
も
、
茂
明
の
成
人
作
者
と
同
等
に
扱
わ
れ
る
地
位
を
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
其
の
茂
明
が
云
う
に
は
、
眼
前
の
松
は
実
視
十
丈
程
の
高
さ
だ
が
、
親
木
由
り
分
か
れ
た
る
枝
木
が
長
く
欄
干
を
取
り
巻
く
如
く
に
伸
び
、
枝
木
に
は
雪
が
覆
い
積
も
り
実
に
素
晴
ら
し
く
感
動
す
る
と
云
う
。
未
だ
浅
薄
な
人
生
に
も
在
る
か
に
、
雪
の
覆
う
松
が
何
ら
情
感
を
持
た
ぬ
も
の
と
い
う
の
が
生
来
の
先
験
的
た
る
考
え
方
か
も
し
れ
ぬ
が
、
景
物
を
手
立
て
と
す
る
営
為
も
必
須
な
筈
で
、「
霊
標
」
で
あ
る
か
ら
に
は
神
木
た
る
松
で
あ
る
。
年
少
に
し
て
神
性
に
頼
り
生
存
へ
の
境
地
を
開
闢
せ
ん
と
す
る
感
覚
を
備
え
て
い
た
茂
明
に
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ぬ
か
。
物
質
を
精
神
で
以
っ
て
捕
捉
す
る
観
点
に
立
ち
、
石
畳
に
沿
っ
て
植
樹
さ
れ
て
い
る
神
木
で
あ
る
松
は
月
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
か
の
如
く
雪
に
覆
わ
れ
、
窓
に
ま
で
伸
長
す
る
強
靭
た
る
貞
節
が
雪
を
帯
び
、
花
冠
が
集
ま
っ
て
い
る
か
に
観
え
て
い
る
。
普
遍
し
て
本
詩
宴
が
催
行
さ
10
れ
て
い
る
の
は
昼
間
で
、
月
の
光
の
照
射
す
る
夜
間
と
同
等
に
看
做
し
て
も
い
る
。
実
視
す
れ
ば
昼
間
の
雪
に
覆
わ
れ
た
松
の
ほ
う
が
遥
か
に
明
る
く
見
栄
え
、
茂
明
も
其
れ
を
承
知
の
上
で
譬
え
る
中
、
未
だ
年
少
期
の
者
が
夜
間
と
同
一
化
す
る
視
座
に
は
一
種
の
茂
明
の
成
人
者
も
圧
倒
す
る
か
の
思
考
力
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
。
各
々
、「
月
」「
雪
」「
松
」
に
亘
る
自
然
景
物
の
同
一
化
を
成
し
遂
げ
た
元
服
前
の
茂
明
と
云
え
て
、
就
中
「
花
」
を
も
同
一
化
し
て
い
る
。
松
に
も
花
実
が
生
成
す
る
が
、「
花
」
は
根
や
枝
葉
、
芯
木
で
も
な
く
花
実
や
花
弁
、
花
冠
の
如
く
に
云
う
花
卉
、
花
木
の
成
熟
附
着
部
で
、
転
じ
て
「
花
」
は
成
就
の
象
徴
で
も
あ
っ
て
、
人
が
厳
冬
に
譬
え
て
の
困
苦
を
超
克
し
て
宏
春
を
迎
え
る
如
く
の
功
績
を
修
め
ん
と
す
る
発
展
的
精
神
を
表
わ
し
て
い
る
。
毅
然
に
人
性
に
在
る
茂
明
は
動
物
の
「
鵝
鳥
」
に
も
着
眼
す
る
。
動
物
に
譬
え
た
と
云
う
こ
と
に
拠
り
元
服
前
の
者
に
相
応
し
く
、
鵝
鳥
の
偏
平
足
風
な
歩
き
方
と
惚
け
た
溜
息
風
の
鳴
き
方
に
関
心
を
惹
く
か
に
、
動
物
が
恰
も
輩
と
も
が
らで
あ
る
か
の
親
近
感
を
持
つ
の
が
年
少
期
の
特
徴
で
あ
る
が
、
此
処
で
は
非
人
た
る
動
体
を
対
蹠
に
同
一
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
其
れ
は
人
性
で
は
な
い
。
「
鶴
」
も
然
り
だ
が
、
鵝
鳥
の
白
い
体
毛
の
如
く
の
雪
が
松
葉
に
散
ら
ば
っ
て
、
緑
の
色
彩
を
跳
ね
除
け
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
恰
も
鶴
の
白
い
羽
で
織
っ
た
着
物
で
す
っ
ぽ
り
埋
め
ら
れ
て
い
る
か
に
観
る
と
、
最
早
肌
身
で
以
っ
て
体
感
す
る
寒
さ
は
月
の
光
で
突
き
刺
さ
す
か
の
寒
さ
で
は
済
ま
さ
れ
ず
に
鵝
鳥
の
白
さ
を
も
凌
駕
し
て
増
し
、
非
人
が
齎
す
不
徳
を
排
除
せ
ん
と
し
て
君
子
に
救
援
を
求
め
ん
と
す
る
。
而
し
て
人
性
に
接
合
し
、
遂
に
は
茂
明
自
身
に
と
接
合
す
る
。
毅
然
に
も
融
合
せ
ん
と
し
て
、
其
処
に
在
る
人
性
が
「
傾
蓋
の
友
」
で
あ
る
。
鳥
や
獣
で
も
な
く
非
生
命
体
に
し
か
有
ら
ぬ
車
体
の
幌
こ
そ
凌
駕
し
て
の
孔
子
と
程
子
と
の
親
密
な
語
り
合
い
で
あ
っ
て
、
自
律
と
他
律
と
の
所
謂
社
会
性
で
あ
る
。
其
れ
が
社
交
の
場
の
典
型
た
る
文
亭
に
て
他
の
参
席
者
と
の
語
り
合
い
に
拠
り
眼
前
に
事
実
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
究
極
感
情
こ
そ
が
「
歓
び
」
で
あ
る
。
歓
喜
た
る
情
感
こ
そ
恒
久
に
続
い
て
欲
し
い
と
懇
望
、
来
者
を
も
見
据
え
る
こ
と
に
拠
っ
て
の
論
が
往
き
渡
っ
て
い
る
。
何
と
も
完
成
度
の
高
い
作
品
で
あ
る
こ
と
か
。
茂
明
に
は
自
我
同
一
性
が
確
立
し
て
い
る
。
若
年
に
在
り
な
が
ら
成
人
作
者
と
全
く
引
け
目
を
取
ら
ぬ
述
作
ぶ
り
は
本
漢
詩
集
に
選
定
、
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
り
確
證
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
。
作
者
の
み
で
な
く
、
編
者
と
い
う
大
役
を
担
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
茂
明
の
述
作
の
才
能
ぶ
り
は
既
に
萌
芽
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
②　
酔
ひ
て
唯
に
春
を
送
る
　
此
れ
は
『
紙
背
漢
詩
集
』
巻
十
第
四
十
九
に
所
収
す
る
十
五
名
の
作
者
に
拠
っ
て
の
計
十
五
篇
の
詩
題
で
あ
る
。
其
の
第
四
十
九
の
詩
群
は
元
永
二
（
一
一
一
九
）
年
三
月
晦
日
に
詠
ま
れ
た
詩
句
で
あ
る
こ
と
が
詩
題
箇
所
か
ら
瞬
時
に
も
判
る
。
其
の
一
篇
目
に
は
学
生
藤
原
守
光
の
一
篇
が
有
る
。
守
光
は
何
れ
に
従
五
位
上
や
大
藍
物
を
歴
任
す
る
が
、
既
に
老
年
に
在
っ
た
承
安
三
（
一
一
七
三
）
年
、
重
病
に
も
め
げ
ず
薩
摩
由
り
釈
奠
に
馳
せ
参
じ
た
が
、
釈
奠
は
終
わ
っ
て
お
り
虚
し
さ
に
駆
ら
れ
た
と
い
う
説
話
が
橘
成
季
著
『
古
今
著
聞
集
』
に
記
述
さ
れ
る
。
其
の
守
光
の
五
十
四
年
遡
っ
て
の
詩
宴
で
詠
ん
だ
本
漢
詩
作
品
に
は
「
七
言
三
月
尽
日
於
藤
茂
才
文
亭
同
賦
酔
中
唯
送
春
詩
一
首
」
と
拠
出
が
記
述
さ
れ
る
。
元
永
二
年
の
其
の
詩
宴
は
何
と
茂
明
の
文
亭
に
て
催
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
五
篇
藤原茂明論攷
11
目
は
出
自
・
生
没
年
未
詳
の
守
賢
と
い
う
作
者
の
詩
句
で
あ
る
が
、
其
れ
に
続
い
て
本
詩
宴
の
出
題
者
は
翰
林
（
文
人
仲
間
）
主
人
と
な
っ
て
い
る
の
で
茂
明
で
あ
る
と
思
惟
さ
れ
る
。
粗
大
役
づ
く
し
か
に
観
て
採
れ
る
茂
明
は
、
生
年
を
寛
治
七
（
一
〇
九
三
）
年
に
仮
定
す
れ
ば
数
え
二
十
七
歳
の
時
に
主
宰
す
る
詩
宴
で
も
あ
っ
て
、
若
年
期
の
う
ち
に
は
大
役
を
任
じ
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
。
予
て
元
服
爾
前
に
は
既
に
文
才
を
開
闢
、
成
人
期
に
在
っ
て
も
頭
角
の
早
い
茂
明
で
は
な
い
か
。
　
『
紙
背
漢
詩
集
』
巻
十
第
四
十
九
に
は
其
の
十
一
篇
目
に
茂
明
の
作
品
を
所
収
す
る
。
茂
明
名
義
の
直
ぐ
上
部
に
は
学
生
の
肩
書
が
有
る
。
必
要
限
、
本
詩
宴
の
催
行
さ
れ
た
時
点
の
茂
明
は
学
生
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
が
、
中
古
期
に
在
っ
て
も
学
生
は
学
ぶ
者
を
意
味
す
る
と
云
っ
て
好
く
、
林
鵞
峯
も
叙
べ
る
如
く
茂
明
も
藤
原
氏
の
営
為
す
る
大
学
別
曹
た
る
勧
学
院
に
て
日
々
錬
磨
し
て
い
た
。
其
の
甲
斐
在
っ
て
か
、
茂
明
は
保
安
三
（
一
一
二
二
）
年
に
は
文
章
得
業
生
に
及
第
す
る
の
で
あ
る
。
此
れ
に
拠
り
官
吏
登
用
考
試
の
最
高
段
階
で
あ
る
秀
才
・
対
策
の
応
試
候
補
者
の
枠
域
に
入
っ
た
こ
と
と
な
り
、
多
分
本
詩
会
に
て
詠
句
し
た
こ
と
が
候
補
者
推
挙
の
理
由
の
一
端
に
在
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
茂
明
は
而
し
て
二
年
先
の
天
治
元
（
一
一
二
四
）
年
に
は
対
策
に
及
第
す
る
こ
と
と
な
る
。
茂
明
に
は
保
延
六
年
に
到
っ
て
式
部
少
輔
に
任
命
さ
れ
る
と
い
う
官
吏
の
地
位
が
認
め
ら
れ
、
且
つ
茂
明
自
身
も
書
写
し
た
経
験
の
在
る
『
白
氏
文
集
』
を
同
六
年
に
嫡
男
敦
真
に
伝
授
し
て
お
り
、
而
し
て
想
起
す
る
条
件
は
同
六
年
に
『
続
文
粋
』
が
成
立
し
た
如
く
の
推
定
で
あ
る
。
呉
々
も
確
證
に
は
往
か
ぬ
の
で
あ
る
が
、
従
五
位
下
の
地
位
の
者
が
学
事
と
併
行
す
る
分
に
は
周
辺
環
境
に
余
裕
も
あ
る
か
の
好
適
な
程
に
思
惟
し
な
が
ら
、
茂
明
の
保
延
六
年
の
動
向
、
某
か
『
続
文
粋
』
の
編
者
確
定
の
気
配
が
漂
い
も
し
な
く
は
な
い
か
。
　
次
に
本
篇
の
本
文
と
書
き
下
し
文
を
掲
げ
る
。
何
耐
酔
中
感
緒
并 
 
 
 
 
何
ぞ
耐
へ
む　
酔
ひ
て　
感
緒　
并
ま
る
を
送p
春
唯
動w
悵
望
情q  
 
 
春
を
送
る
は　
唯　
悵
望
の
情
を
動
か
す
の
み
霞
消
数
盞
頻
巡
処 
 
 
 
霞　
消
え　
数
盞　
頻
り
に
巡
り
し
処
日
落
十
分
未
程 
 
 
 
日　
落
ち　
十
分　
未
だ
せ
ざ
る
程
飫
飲
相
催
花
散
色 
 
 
 
飫
飲　
　
相
に
催
す　
花　
散
り
し
色
酣
歌
被p
勘
鳥
帰
声  
 
 
酣
歌　
勧
め
ら
る　
鳥　
帰
り
し
声
独
慙
今
接w
好
文
席q 
 
 
独
り
慙
ず　
今　
好
文
の
席
に
接
し
一
句
詩
篇
忽
尓
成 
 
 
 
一
句
の
詩
篇　
忽
ち
に
尓
か
成
れ
る
を
　
数
え
二
十
七
歳
で
己
れ
の
文
亭
に
て
詩
宴
が
催
行
さ
れ
る
。
頭
角
の
早
い
茂
明
に
在
る
の
だ
が
、
思
考
感
覚
に
つ
い
て
も
何
て
人
生
を
窮
め
て
い
る
こ
と
か
。
茂
明
は
頸
聯
に
於
い
て
「
感
緒
」
と
記
述
し
て
い
る
。
情
感
が
様
々
に
遷
り
往
く
と
い
う
。「
感
緒
」
の
語
の
相
応
は
、
既
に
大
江
匡
衡
の
文
集
で
あ
る
『
江
吏
部
集
』
巻
下
（
弘
八
・
一
〇
一
一
年
頃
成
立
）
に
所
収
す
る
応
製
詩
の
典
型
で
、
長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年
十
月
の
新
内
裏
の
完
成
を
賀
す
席
上
で
匡
衡
が
詠
ん
だ
詩
句
に
、
祝
賀
す
る
に
擬
し
て
飛
来
し
た
燕
と
雀
の
情
感
と
し
て
記
述
さ
れ
10
註る
。
茂
明
に
到
っ
て
は
『
紙
背
漢
詩
集
』
所
収
の
本
詩
句
を
経
て
、『
無
題
詩
』
巻
二
所
収
の
応
保
二
12
年
頃
の
成
立
で
あ
る
「
六
月
の
祓
」
の
茂
明
前
篇
に
於
い
て
も
「
感
緒
」
の
語
を
用
い
、
水
無
月
の
大
祓
の
夜
に
涼
し
い
風
が
飄
々
と
吹
き
、
自
ず
と
様
々
に
「
感
緒
」
が
催
し
耐
え
凌
げ
ぬ
と
抒
べ
、
同
冊
巻
三
に
所
収
す
る
「
八
月
十
五
夜
の
月
に
翫
ぶ
」
の
茂
明
前
篇
に
於
い
て
は
類
似
す
る
「
愁
緒
」
の
語
を
用
い
て
悲
し
み
が
込
み
上
げ
て
来
る
と
も
抒
べ
る
。
同
冊
巻
五
に
所
収
す
る
「
賢
才
、
諸
を
與
え
て
志
を
云
う
」
に
於
い
て
は
再
び
「
感
緒
」
を
用
い
て
、
其
れ
は
朝
に
な
る
迄
移
り
変
わ
る
も
の
だ
と
抒
べ
る
が
、
如
何
な
る
喜
怒
哀
楽
と
経
過
を
問
わ
ず
、「
感
緒
」
の
語
は
感
動
と
情
緒
を
表
わ
し
て
お
り
、
而
も
事
物
事
象
を
感
得
し
て
本
能
的
に
表
わ
れ
る
如
く
の
感
情
の
動
き
で
あ
る
。「
感
緒
」
た
る
情
動
は
茂
明
が
元
服
前
に
詠
ん
だ
「
白
雪
、
庭
松
に
滿
て
り
」
結
聯
中
の
「
万
年
歓
」
と
遡
求
し
繋
が
る
も
の
で
も
な
い
か
。『
無
題
詩
』
に
謁
見
す
る
茂
明
は
決
し
て
揚
々
た
る
情
感
、
情
動
の
み
に
は
在
ら
ぬ
。
即
事
詩
で
は
有
ら
ぬ
が
、
譬
え
夏
日
の
熱
暑
を
避
け
木
陰
に
快
楽
を
求
め
、
苦
界
を
逃
避
し
隠
に
安
寧
を
乞
い
焦
が
れ
ん
と
も
、
秋
日
を
風
雨
の
盾
に
捕
る
な
ら
ば
厳
寒
の
冬
日
に
遭
遇
、
老
年
の
明
衡
の
如
く
世
中
と
我
が
身
の
悲
哀
を
悟
り
悶
々
た
る
懐
悔
の
想
念
に
苛
ま
さ
れ
て
い
た
。
悲
哀
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
元
服
前
の
染
ま
ら
ぬ
目
線
に
も
拡
が
っ
て
い
た
積
雪
を
冷
淡
、
冷
酷
な
風
物
で
は
な
く
実
に
有
趣
深
き
も
の
と
感
動
す
る
こ
と
に
拠
り
、
は
や
冬
日
の
囲
炉
裏
端
に
歓
喜
を
持
た
せ
、
春
日
を
俟
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
歓
喜
の
想
念
こ
そ
「
感
緒
」
の
主
格
で
あ
る
と
共
に
復
、「
感
緒
」
た
る
全
容
性
を
来
者
に
亘
り
継
承
発
展
さ
せ
、
必
ず
や
訪
れ
得
る
世
中
社
会
の
完
成
を
目
標
と
す
る
営
為
の
糧
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
　
だ
が
皮
肉
な
こ
と
に
、
茂
明
は
「
愁
緒
」
に
と
侵
蝕
さ
れ
て
往
く
か
の
如
く
「
感
緒
」
に
耐
え
て
い
る
。
毅
然
に
各
様
の
感
情
が
相
互
に
作
用
し
合
っ
て
い
る
状
況
で
も
あ
る
か
ら
、
快
楽
や
歓
喜
の
情
念
と
て
耐
え
忍
ん
で
い
る
こ
と
で
も
な
い
か
。
本
詩
宴
に
於
い
て
は
肩
身
を
狭
窄
に
垂
れ
て
淑
や
か
な
り
と
同
席
し
た
茂
明
は
元
服
前
由
り
有
徳
に
養
育
さ
れ
、
節
制
の
効
く
謙
虚
な
人
物
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
殊
に
公
的
の
席
上
に
於
い
て
の
燥
ぎ
過
ぎ
は
禁
物
の
筈
で
、
嘲
笑
や
憤
怒
の
情
感
も
露
呈
し
て
は
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
詩
宴
に
酒
水
は
附
き
も
の
で
あ
る
が
、
此
れ
と
て
快
闊
迅
速
に
詩
句
を
詠
じ
る
強
壮
剤
に
有
る
筈
で
、
酒
水
に
情
緒
が
汚
泥
さ
れ
抑
制
さ
え
困
難
の
程
に
、
詩
作
に
影
響
を
及
ぼ
す
如
く
で
あ
っ
て
も
な
ら
ぬ
。
控
え
目
に
嗜
ま
ね
ば
靉
靆
や
暗
澹
の
鬱
積
す
ら
維
持
で
き
ず
、
騒
擾
に
一
気
挙
動
し
て
喧
騒
、
暴
虐
に
と
露
呈
す
る
虞
も
あ
る
。
徳
行
た
る
人
格
者
に
信
託
す
べ
き
茂
明
も
斯
く
云
う
事
態
に
は
な
ら
ず
、
本
席
上
に
於
い
て
飲
酒
が
進
捗
し
な
か
っ
た
こ
と
に
拠
り
情
緒
が
耐
え
凌
い
だ
と
も
云
え
る
の
で
は
な
い
か
。
本
詩
宴
催
行
の
時
点
に
於
い
て
茂
明
は
学
生
で
在
っ
た
が
、
其
れ
は
「
が
く
し
ょ
う
」
と
読
む
官
職
的
な
地
位
と
云
い
得
、
頃
日
に
云
う
庶
民
層
が
圧
倒
を
占
め
威
厳
性
を
欠
い
て
何
時
ま
で
も
稚
拙
染
み
た
者
た
ち
と
は
異
に
す
る
と
云
っ
て
好
く
、
職
業
的
感
覚
も
強
靭
の
中
で
の
参
席
で
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
確
か
に
数
え
二
十
七
歳
も
未
だ
若
い
。
常
日
頃
由
り
周
囲
に
は
茂
明
の
頭
角
の
早
い
素
質
を
妬
む
如
く
の
不
仲
も
在
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
前
年
の
元
永
元
年
は
各
地
に
て
飢
饉
が
発
生
し
京
中
に
餓
死
者
が
横
溢
し
た
時
世
で
も
あ
っ
て
、
冬
日
に
案
じ
な
が
ら
本
朝
の
安
寧
を
懇
願
し
冀
望
に
膨
ら
む
春
日
を
迎
え
た
筈
で
あ
る
の
に
、
春
の
時
節
は
人
を
俟
た
ず
し
て
過
ぎ
去
っ
て
往
く
。
歓
喜
や
快
楽
の
想
念
に
浸
り
安
住
し
て
い
て
も
居
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
畢
竟
、
茂
明
の
情
感
の
篩
に
藤原茂明論攷
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繋
る
の
は
悲
哀
で
あ
る
。
哀
れ
に
想
う
餘
平
静
さ
を
保
て
ず
、
背
け
た
眼
下
に
映
っ
た
の
が
遠
く
に
拡
が
る
風
景
で
あ
る
。
振
り
返
り
観
る
と
、
此
処
に
は
詩
作
に
追
わ
れ
る
茂
明
自
身
が
居
る
で
は
な
い
か
。
美
し
い
夕
焼
け
雲
は
時
を
俟
た
ず
し
て
直
ぐ
に
消
え
臥
せ
、
幾
杯
も
の
盞
が
頻
り
に
廻
っ
て
来
る
。
臙
脂
に
色
濃
く
見
栄
え
る
夕
陽
も
沈
む
に
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
十
分
な
詩
句
を
詠
め
ず
酒
水
を
飲
み
干
す
こ
と
が
で
き
ず
に
居
る
。
周
囲
は
秀
逸
た
る
詩
句
を
仕
上
げ
、
呑
ん
で
は
茂
明
の
我
を
見
下
げ
て
居
る
の
だ
。
肩
身
を
狭
隘
に
意
気
消
沈
た
る
想
い
の
其
の
向
こ
う
の
軒
先
の
庭
園
で
は
花
が
舞
い
散
り
、
周
囲
は
酒
水
を
嗜
み
鼻
高
々
に
詠
唱
す
れ
ば
鳥
に
も
帰
巣
を
把
促
す
る
か
で
、
鳥
さ
え
も
声
弾
ま
せ
る
か
に
鳴
き
な
が
ら
塒
に
帰
っ
て
往
く
で
は
な
い
か
。
其
れ
に
引
き
換
え
己
れ
は
恥
辱
に
耽
溺
し
て
い
る
。
周
囲
の
方
々
は
立
派
な
上
司
た
る
文
士
で
あ
る
。
貴
重
な
詩
宴
に
同
席
し
な
が
ら
、
己
れ
の
詩
句
が
諸
兄
の
如
く
に
直
ぐ
に
仕
上
が
ら
ず
、
斯
く
な
る
拙
い
詠
詩
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
。
本
詩
会
が
茂
明
の
己
れ
の
文
亭
で
催
行
さ
れ
た
如
く
の
責
任
も
実
感
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
飲
酒
と
て
進
捗
せ
ぬ
こ
と
で
情
緒
の
功
を
奏
し
た
か
に
、
茂
明
は
己
れ
の
詩
作
の
淡
泊
ぶ
り
を
覚
知
す
る
も
、
周
囲
の
同
席
の
高
名
た
る
顔
ぶ
れ
が
居
合
わ
せ
る
こ
と
で
認
知
的
不
協
和
の
思
考
状
況
を
抑
制
す
る
こ
と
に
拠
り
謙
遜
の
意
を
表
し
て
い
る
。
集
団
的
作
用
は
奏
功
し
て
、
己
れ
の
劣
勢
ぶ
り
に
肖
り
目
上
の
文
士
を
気
遣
う
温
和
な
情
緒
の
側
方
を
表
す
る
茂
明
で
も
な
い
か
。「
感
緒
」
に
可
能
性
を
秘
め
る
茂
明
の
社
会
性
と
し
て
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
「
感
緒
」
を
抒
べ
た
茂
明
と
い
う
点
、
此
れ
も
『
続
文
粋
』
の
編
者
に
推
挙
で
き
る
理
由
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
と
も
す
れ
ば
悲
哀
的
、
衰
徴
的
な
語
感
の
「
愁
緒
」
を
も
包
摂
で
き
る
か
も
し
れ
ぬ
。
呉
々
も
茂
明
が
編
者
で
あ
る
と
す
る
確
證
に
は
な
ら
ぬ
が
、
多
情
多
感
な
る
観
念
性
に
つ
い
て
抒
べ
た
こ
と
に
も
大
き
い
。
五　
『
本
朝
無
題
詩
』
と
茂
明
　
『
本
朝
無
題
詩
』
は
文
人
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
摂
政
関
白
の
忠
通
が
晩
年
、
側
近
の
式
家
儒
者
に
命
じ
て
所
謂
「
無
題
」
の
詩
句
を
一
冊
に
纏
め
る
こ
と
を
企
図
し
、
応
保
二
（
一
一
六
二
）
年
か
ら
長
寛
二
（
一
一
六
四
）
年
の
頃
に
は
成
立
し
た
か
と
推
定
さ
れ
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註る
蒐
集
で
あ
る
。
忠
通
の
側
近
の
式
家
儒
者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
は
未
詳
、
同
冊
に
は
茂
明
の
作
品
が
五
十
七
篇
所
収
さ
れ
る
の
だ
が
、
瞥
見
、「
無
題
」
と
云
う
語
感
の
響
き
に
何
を
思
惟
す
る
か
。
何
某
か
虚
無
的
、
厭
世
観
的
な
宜
し
か
ら
ぬ
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
詩
題
の
無
き
客
観
性
に
も
推
度
し
な
が
ら
、
既
に
中
古
期
に
於
い
て
「
無
題
」
の
狭
義
的
語
意
が
有
る
。
最
近
で
は
佐
伯
雅
子
も
確
認
し
て
い
る
（「
本
朝
無
題
詩
の
無
題
」
国
文
学
研
究
資
料
館
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
が
、「
無
題
」
の
概
念
は
大
陸
に
於
い
て
晩
唐
李
商
隱
（
元
和
七
・
八
一
二
│
大
中
一
二
・
八
五
八
年
）
あ
た
り
に
確
立
し
た
ら
し
12
註く
、
日
本
に
於
い
て
の
其
の
概
念
は
天
慶
二
（
九
三
九
）
年
以
降
成
立
の
『
作
文
大
体
』
勒
韻
事
や
、
弘
安
元
（
一
二
七
八
）
年
成
立
の
文
章
指
南
書
『
王
沢
不
渇
鈔
』（
上
巻
、
無
題
条
）
等
に
、「
無
題
」
と
い
う
の
が
「
句
題
」
（
い
に
し
え
の
五
言
七
言
詩
の
中
か
ら
適
当
な
詩
句
を
取
り
だ
し
て
題
と
す
る
も
の
）
の
概
念
に
対
立
す
る
も
の
、
句
題
な
ら
ざ
る
も
の
が
無
題
で
あ
る
と
叙
べ
て
い
る
。
印
融
の
『
文
筆
問
答
抄
』
に
拠
れ
ば
句
題
は
普
通
五
字
、
無
題
は
六
字
・
七
字
、
例
え
ば
「
三
月
三
日
偶
吟
」・「
春
日
於
海
14
辺
即
事
」
の
如
き
も
の
、
更
に
三
字
・
四
字
の
題
は
非
句
題
で
あ
る
。『
無
題
詩
』
を
観
る
限
り
に
於
い
て
は
「
無
題
」
の
語
意
に
相
応
し
い
か
に
規
則
性
を
全
き
に
乖
離
し
、
汎
く
〝
詩
題
〞
が
各
作
品
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
お
り
、「
涼
」
と
い
う
一
字
を
始
め
、
五
字
も
有
れ
ば
六
字
・
七
字
も
有
っ
て
、
十
字
、
二
十
字
を
潜
り
抜
け
て
最
多
に
は
茂
明
の
実
父
で
も
あ
る
敦
基
の
作
品
の
詩
題
が
句
読
点
を
も
数
え
て
計
七
十
六
字
に
及
ぶ
。
敦
基
の
其
れ
は
桑
園
の
農
夫
の
家
に
赴
い
て
、
模
様
の
如
く
に
桑
畑
が
鮮
烈
で
其
の
傍
側
の
流
水
が
潺
湲
に
渡
る
中
、
飲
酒
を
勧
め
な
が
ら
奇
策
に
談
話
、
歓
楽
に
過
ご
す
う
ち
に
夕
刻
が
訪
れ
友
好
に
収
ま
っ
た
と
い
う
、
如
何
に
も
気
品
に
横
溢
し
敬
で
社
交
も
難
行
な
き
か
の
性
格
に
窺
え
る
敦
基
が
繰
り
拡
げ
る
話
題
性
の
も
の
で
、
恰
も
詩
題
の
相
応
が
作
品
本
文
で
あ
る
か
に
、
七
言
八
句
か
ら
成
る
本
文
も
眼
下
に
拡
が
る
麦
田
の
収
穫
期
の
初
夏
の
こ
と
で
あ
る
等
を
叙
べ
な
が
ら
、
七
十
六
字
の
詩
題
内
容
と
も
大
筋
沿
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、『
無
題
詩
』
に
は
特
に
詩
題
の
字
数
を
問
わ
ず
に
作
品
が
所
収
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
「
無
題
」
の
規
則
性
と
も
捕
捉
さ
れ
ず
の
一
種
の
自
由
裁
量
的
な
撰
集
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
に
思
惟
で
き
る
。
大
半
の
作
品
が
同
一
の
詩
題
に
有
る
こ
と
で
、
と
も
す
れ
ば
詩
題
が
全
く
無
き
か
の
平
坦
な
印
象
に
拠
り
「
無
題
」
と
称
え
、
其
れ
を
基
盤
に
婉
曲
的
、
客
観
的
な
高
所
性
を
企
図
し
た
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
鵞
峯
は
明
衡
の
『
文
粋
』
や
『
無
題
詩
』
も
典
拠
と
し
て
作
品
を
所
収
す
る
『
本
朝
一
人
一
首
』
巻
六
に
於
い
て
『
無
題
詩
』
の
書
名
に
つ
い
て
、
編
輯
が
一
応
終
わ
っ
て
も
題
が
附
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
と
、
其
の
儘
『
無
題
詩
』
と
名
附
け
た
か
と
云
う
。
川
口
に
拠
れ
ば
『
無
題
詩
』
成
立
の
凡
そ
四
十
年
前
に
編
輯
せ
ら
れ
た
『
紙
背
漢
詩
集
』
と
対
蹠
的
な
無
題
の
蒐
集
に
即
し
て
の
命
名
で
あ
る
か
と
云
う
。
確
か
に
『
紙
背
漢
詩
集
』
の
詩
題
は
凡
そ
五
字
の
句
題
の
辺
り
由
り
十
字
程
度
以
内
に
特
徴
な
く
聯
な
り
、
詩
題
に
字
数
制
限
の
無
い
こ
と
と
な
る
『
無
題
詩
』
こ
そ
「
無
題
」
を
定
義
す
る
に
相
応
し
い
か
に
、
客
観
的
高
所
に
立
っ
て
の
作
品
蒐
集
で
は
な
い
か
と
思
惟
す
る
次
第
で
あ
る
。
呉
々
も
文
章
編
纂
書
と
は
異
に
し
、
延
々
と
七
言
詩
の
み
が
聯
な
り
続
く
単
調
ぶ
り
さ
え
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
い
が
、
強
い
て
『
無
題
詩
』
を
成
立
時
期
の
先
行
す
る
『
続
文
粋
』
の
発
展
書
冊
と
看
做
す
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
ぬ
。
　
『
無
題
詩
』
に
は
三
十
名
の
作
者
の
計
七
百
七
十
余
篇
の
作
品
に
拠
り
所
収
さ
れ
、
茂
明
の
作
品
は
五
十
七
篇
で
本
冊
作
者
の
五
番
目
に
数
多
な
の
で
あ
っ
て
、
因
み
に
五
十
六
篇
の
釈
蓮
禅
に
続
い
て
明
衡
が
四
十
七
篇
で
七
番
目
、
く
だ
っ
て
季
綱
が
十
六
篇
で
十
七
番
目
で
あ
る
。
斯
く
に
聯
な
る
も
留
意
す
べ
き
点
は
、
忠
通
は
編
纂
を
関
係
者
に
命
じ
た
ら
し
き
に
在
っ
て
自
身
が
『
無
題
詩
』
の
編
者
に
は
在
ら
ぬ
こ
と
で
は
な
い
か
。
編
者
は
未
詳
な
の
で
あ
っ
て
、
而
し
て
五
十
七
篇
所
収
の
茂
明
は
『
無
題
詩
』
で
の
編
者
の
可
能
性
は
如
何
程
か
と
思
惟
す
る
が
、
矢
張
り
確
證
す
る
と
な
れ
ば
艱
険
で
あ
る
。
他
者
連
続
性
で
あ
る
分
に
は
五
番
目
で
あ
る
か
ら
、
茂
明
が
知
名
的
に
よ
り
高
い
作
者
で
あ
る
こ
と
に
観
て
採
れ
、
而
し
て
篇
数
の
許
多
の
作
者
に
在
る
も
周
光
や
忠
通
の
程
に
は
繁
忙
に
無
き
か
に
拠
り
『
無
題
詩
』
の
編
者
を
担
っ
た
の
か
も
し
れ
ず
、『
無
題
詩
』
の
成
立
が
応
保
か
ら
長
寛
の
頃
で
丁
度
茂
明
の
人
生
の
最
も
窮
め
た
時
期
と
一
致
す
る
か
ら
、『
続
文
粋
』
と
云
う
撚
り
も
寧
ろ
『
無
題
詩
』
と
し
て
の
編
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
か
も
し
れ
ぬ
。
だ
が
川
口
は
叙
べ
て
い
ぬ
も
『
続
文
粋
』
の
編
者
が
匡
房
で
あ
る
か
の
如
く
と
同
等
に
、
所
収
許
多
の
藤原茂明論攷
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作
者
で
あ
っ
て
は
主
観
性
の
強
靭
な
こ
と
を
否
め
ぬ
も
の
で
は
な
い
か
。
事
実
、
五
十
七
篇
の
作
品
の
中
身
を
窺
っ
た
處
で
茂
明
が
『
無
題
詩
』
の
編
者
で
あ
る
と
す
る
主
観
的
記
述
す
ら
何
処
に
も
在
ら
ず
の
訳
で
あ
っ
て
、
拠
っ
て
茂
明
作
品
が
全
く
所
収
さ
れ
ぬ
『
続
文
粋
』
に
遡
求
す
れ
ば
、
発
展
書
冊
か
の
『
無
題
詩
』
に
五
十
七
篇
所
収
さ
れ
た
こ
と
で
茂
明
自
身
が
具
象
化
さ
れ
る
こ
と
に
拠
り
、『
続
文
粋
』
の
編
者
に
在
る
も
の
で
も
な
い
か
。
斯
く
の
如
く
思
惟
す
る
も
、『
続
文
粋
』
の
成
立
が
保
延
六
年
頃
の
推
定
に
在
る
か
ら
『
無
題
詩
』
の
成
立
由
り
二
十
年
程
も
爾
前
と
な
り
、
周
囲
に
は
協
力
者
の
尽
力
も
在
っ
た
だ
ろ
う
が
、
茂
明
は
四
十
路
に
在
っ
て
未
だ
人
生
を
窮
め
て
い
ぬ
時
期
と
観
て
『
続
文
粋
』
の
編
者
で
あ
る
可
能
性
が
粗
陋
と
も
な
る
。
現
状
、『
無
題
詩
』
に
在
っ
て
も
『
続
文
粋
』
に
在
っ
て
も
茂
明
の
撰
と
記
す
べ
く
手
立
て
は
、
意
見
性
の
学
説
、
補
説
に
徹
し
て
一
般
化
な
ら
し
め
る
以
外
に
在
る
ま
い
。
編
者
未
詳
に
在
る
か
ら
こ
そ
普
遍
的
事
実
の
判
明
を
も
見
込
み
、
見
込
み
と
て
包
摂
す
る
こ
と
に
拠
り
茂
明
に
つ
い
て
の
関
心
事
は
尽
き
ぬ
も
の
と
確
信
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
と
め　
長
兄
を
見
込
ん
で
　
依
然
と
し
て
茂
明
が
『
続
文
粋
』
の
編
者
に
在
る
と
の
確
證
に
到
ら
し
め
る
裏
附
け
が
艱
険
な
の
だ
が
、
意
見
性
の
因
子
と
し
て
本
論
文
に
於
い
て
先
験
性
由
り
の
才
能
、
篇
数
順
降
の
過
程
性
、「
感
緒
」
た
る
思
考
性
、
保
延
六
年
の
動
向
、『
無
題
詩
』
に
到
っ
て
の
具
象
化
の
如
く
、
複
数
に
亘
り
抽
く
に
得
た
。
拠
っ
て
最
早
、
茂
明
を
『
続
文
粋
』
の
編
者
で
あ
る
と
確
言
、
明
記
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
次
第
で
あ
る
。『
書
籍
目
録
』
の
如
く
の
主
観
性
を
排
斥
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
な
の
で
あ
る
か
ら
、「
茂
明
撰
」
と
表
記
す
る
如
く
の
特
殊
性
こ
そ
普
遍
性
の
筈
で
あ
る
。
　
斯
く
の
如
く
思
惟
す
る
も
、
長
治
元
年
の
詩
会
に
茂
明
は
乃
父
と
長
兄
と
の
三
者
で
参
席
し
て
居
る
訳
で
、
其
の
長
兄
の
姓
名
は
藤
原
令
明
。
よ
し
あ
き
ら
。
明
衡
の
嫡
男
た
る
藤
原
敦
基
と
、
明
経
道
中
原
氏
に
在
る
か
の
季
成
娘
に
云
う
女
史
と
の
実
子
に
確
定
す
る
の
は
茂
明
と
令
明
の
両
者
で
あ
っ
て
、
茂
明
の
実
の
長
兄
た
る
含
意
で
以
っ
て
令
明
と
記
述
す
る
次
第
で
あ
る
。〝
れ
い
め
い
〞
と
も
読
む
。
式
家
の
人
脈
組
織
の
光
条
に
一
際
煌
め
い
て
、
中
古
末
期
と
は
信
じ
ら
れ
ぬ
か
の
何
て
統
率
力
の
漲
る
新
衛
的
な
人
名
で
あ
る
こ
と
か
。〝
り
ょ
う
め
い
〞
と
至
高
な
読
み
方
を
與
え
て
も
好
い
の
で
は
と
も
思
惟
す
る
次
第
で
あ
る
。
令
明
た
る
長
兄
が
居
る
こ
と
も
、
舎
弟
に
在
る
茂
明
が
『
続
文
粋
』
の
編
者
に
威
勢
を
上
げ
て
推
挙
す
る
条
件
に
数
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
だ
が
兄
弟
分
か
ち
合
う
か
に
、
令
明
の
作
品
も
『
続
文
粋
』
に
一
篇
も
所
収
さ
れ
ぬ
で
は
な
い
か
。
私
に
と
っ
て
新
た
な
中
心
課
題
が
湧
き
起
こ
る
。
註１ 
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
一
九
九
〇
年
三
訂
下
再
販
八
五
一
頁
。
２　
佐
藤
道
生
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
二
〇
〇
三
年
初
版
第
一
刷
第
二
章
。
３　
藤
原
正
義
「
周
光
・
茂
明
論
│
本
朝
無
題
詩
考
」
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
第
二
二
号
七
頁
。
４ 
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
一
「
賀w
勧
学
院
修
造
新
成q
」
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５ 
林
鵞
峰
編
『
本
朝
一
人
一
首
』
所
収
「
勧
学
院
修
造
新
成
を
賀
す
」
の
鵞
峰
記
述
の
評
伝
部
。
６ 
本
段
落
は
粗
、
前
掲
論
文
「
周
光
・
茂
明
論
」
の
十
五
〜
十
六
頁
に
拠
っ
て
い
る
。
７ 
同
論
文
十
七
頁
。
８ 
同
十
七
頁
。
９ 
総
社
市
の
句
碑
に
つ
い
て
は
園
田
学
園
大
学
等
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
。
10 
後
藤
昭
雄
『
大
江
匡
衡
』（
二
〇
〇
六
年
、
吉
川
弘
文
館
）
九
四
頁
〜
九
六
頁
。
11 
前
掲
書
佐
藤
二
二
九
頁
。
12 
前
掲
書
川
口
九
〇
二
頁
。
追
記
　
藤
原
氏
等
の
家
系
や
地
位
に
つ
い
て
は
『
尊
卑
分
脈
』、『
公
卿
補
任
』
（
何
れ
も
国
史
大
系
に
所
収
）
等
も
参
照
さ
れ
た
い
。
参
考
文
献
岡
田
正
之
『
日
本
漢
文
學
史
』
一
九
二
九
年
、
吉
川
弘
文
館
塙
保
己
一
編
『
群
書
類
従
・
第
九
輯
│
文
筆
部
・
消
息
部
』
一
九
三
二
年
、
八
木
書
店
国
史
大
系
第
三
〇
巻
『
本
朝
文
集
』
一
九
三
八
年
、
吉
川
弘
文
館
国
史
大
系
第
二
九
巻
『
本
朝
文
粋
・
本
朝
續
文
粋
』
一
九
四
一
年
、
吉
川
弘
文
館
国
書
刊
行
会
編
『
正
續
本
朝
文
粋
』
一
九
四
四
年
、
前
野
書
店
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
學
史
の
研
究
・
下
篇
』
一
九
六
一
年
、
明
治
書
院
日
本
古
典
文
学
大
系
69
『
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・
本
朝
文
粋
』
一
九
六
四
年
、
岩
波
書
店
川
口
久
雄
『
大
江
匡
房
』
一
九
六
八
年
、
吉
川
弘
文
館
山
岸
徳
平
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
一
九
七
二
年
、
有
精
堂
岡
山
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
『
岡
山
県
の
歴
史
散
歩
』
一
九
七
六
年
、
出
川
出
版
社
藤
原
正
義
「
周
光
・
茂
明
論
│
本
朝
無
題
詩
考
」
一
九
七
九
年
、
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
第
二
二
号
大
曾
根
章
介
「
本
朝
続
文
粋
の
異
本
」
一
九
八
七
年
、
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
第
一
二
二
号
新
・
日
本
古
典
文
学
大
系
27
『
本
朝
文
粋
』
一
九
九
二
年
、
岩
波
書
店
新
・
日
本
古
典
文
学
大
系
63
『
本
朝
一
人
一
首
』
一
九
九
四
年
、
岩
波
書
店
大
曾
根
章
介
『
王
朝
漢
文
学
論
攷
』
一
九
九
四
年
、
岩
波
書
店
佐
藤
道
生
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
二
〇
〇
三
年
、
笠
間
書
院
後
藤
昭
雄
『
大
江
匡
衡
』
二
〇
〇
六
年
、
吉
川
弘
文
館
中
村
璋
八
・
伊
野
弘
子
訳
注
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
二
〇
一
一
年
、
汲
古
書
院
（
ま
つ
だ
・
か
ず
あ
き　
二
〇
一
六
年
学
習
院
修
了
）　
